
訪問型支援及び保護者への情報提供に関する実態調査結果まとめ 

生徒指導推進室  

平成２８年２月２６日（金） 

１、訪問指導を行っているか 

 

２、どこが主体か 

 

３、どのような形態か 

 

４、支援計画を作成しているか 

 

５、どのような児童生徒が対象か 

 

６、平成２６年度の訪問型支援数は 
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１ 行っている 

２ 行っていな

い 
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１ 教育委員会

本庁 

２ 教育セン

ター 

３ 教育支援セ

ンター 

４ 民間団体へ

の委託等により

実施 
５ その他 

2 

7 
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１ 事業とし

て行ってい

る。 

２ 職員の本

来業務の一環

として行って

いる 

３ その他 
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１ 作成し

ている 

２ 作成し

ていない 
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１ 家族以外の人

との交流をせず、

自宅で過ごしてい

る者 
２ 教育支援セン

ター等公的機関で

学んでいる者 

３ フリースクー

ル等で学んでいる

者 

４ その他 

6 
0 

1 

2 

１ 不登校児童

生徒数の５％未

満 

２ 不登校児童

生徒数の５％～

１５％未満 

３ 不登校児童

生徒数の１５％

～３０％未満 

４ 不登校児童

生徒数の３０％

以上 



７、訪問型支援の内容は 

 

８、訪問型支援を行う際の課題は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９、訪問型支援のガイドラインの作成 

 

１０、保護者への情報提供について 
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１ 会話・傾聴 

悩み事の相談対応 

２ テレビゲーム

などの遊び 

３ 勉強  

４ 運動 

５ 外出 

６ その他 
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0 1 
１ 訪問型支援を行

う者の確保 

２ 訪問型支援を行

うための予算の確保 

３ 訪問型支援を受

け入れてもらうよう

児童生徒と信頼関係

を築く 
４ 訪問型支援を受

け入れてもらうよう

保護者と信頼関係を

築く 
５ どのように訪問

型支援を行えば効果

的なのかが分からな

い 
６ 特に課題を感じ

ていない 

７ その他 
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１ 作成し

ている 

２ 作成し

ていない 
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１ 保護者への教

育支援センター

（適応指導教室）

に関する情報の提

供 

２ 保護者へのフ

リースクール等に

関する情報の提供 

３ 保護者を対象

とした不登校に関

する説明会や相談

会の実施 

４ 不登校の保護

者同士が意見交換

を行う会（「親の

会」）の開催や開

催に対する支援 

（まとめ） 

○ 教育支援センターの訪問型支援については、半数が既に実施しているものの、その支援している

児童生徒数はかなり少数であり、その支援内容等のガイドラインは作成されておらず、担当者や支

援を受ける児童生徒の意向に沿う形で実施されている。 

○ 訪問型支援を行う際の課題としては、人材や予算の確保、児童生徒や保護者との信頼関係の構築

など多くの課題が残されている。今後は、教育支援センター等に配置されるスクールソーシャルワ

ーカーを活用していくことが求められている。 

○ 今後は、完全に家庭にひきこもっている不登校児童生徒への訪問型支援がますます求められてく

ることが予想され、人材の確保やアウトリーチ型支援のガイドラインの作成等が必要である。 


